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○実施主

 

２ 現状

 地区の

あり、保

れぞれ

前ＪＡが

地区には

あり、郷

 しかし

地区も少

や地域全

よくするつど

本データ 

名    上

人口   ３

世帯数  １

面積   約

の沿革 

地区は、３２

り、地勢的に

山の１つ荒島

北約１２㌔㍍

一級河川の

地形で、稲作

区となってい

主体 上庄を

状と課題 

の特性として

保育園、幼稚

１園（校）ず

が単独で存続

はない地域

郷土愛も強い

しながら、人

少しずつ進ん

全体の活力も

どい 

上庄地区 

３，８０１人

１，１２０世

（Ｈ30.1.1

約２６２．３

２の集落（行

には市街地南

島岳のふもと

㍍ほどの広さ

の真名川と清

作とサトイモ

いる。 

をよくするつ

て、学校区が

稚園、小学

ずつである

続していた

の特異性や

い。 
人口の微減、

んできており

も停滞化して

人 

世帯 

現在） 

３㎢ 

行政区）で構

南部に位置し

とで、東西約

さを有してい

清滝川が作り

モの生産が盛

つどい 

が当地区と同

校、中学校

こと、また

ことなどか

や地域の繋が

少子高齢化

り、各集落の

てきている。
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構成さ

し、日

約６㌔

いる。

り出し

盛んな

同じで

校がそ

た、以

から他

がりが

化は同

の活力

 

区

し

力

に

姫

像

麻

成

伝

の

度

の

る

内

麻

盛

の

２

入

ま

し

さ

植

３

目

種

那

あ

設

会

こうしたこ

区では、地域

し、地区の伝

力を高めよう

に繋がるよう

姫伝説継承事

平成２４年

像の展示庫設

麻那姫感謝祭

成、また、ヨ

伝説に纏わる

の周知と継承

度は、この麻

の賑わいと区

るため、麻那

内看板設置な

麻那姫感謝祭

盛大とするた

の着ぐるみや

２８年度はキ

入・着用し、

また、マスコ

し、今後、各種

さらに、麻那

植栽するなど

３ 事業の内

麻那姫伝説

目となり、地

種広報により

本年度は、

那姫音頭等の

ある小山城跡

設置に取り掛

昨年度同様

会を立ち上げ

ことから、平

域住民自らが

伝承や文化を

と、地域の

な事業に取

事業に取り組

年度は麻那姫

設置に取り組

祭の開催をは

ヨサコイ麻那

る多様な事業

承の意識付け

麻那姫伝説継

区民の絆を深

那姫感謝祭の

などに取り組

祭やスポーツ

ため、キャラ

やスポーツ横

キャラクター

麻那姫感謝

コットをデザ

種スポーツイ

那姫広場に土

ど、地域の賑

内容 

説継承事業は

地区住民には

伝説の周知

上庄踊り振

の普及に努め

跡地を散策で

掛かった。 

様、各種団体

げ、以下の事

平成２４年度

が地域を今一

を再認識しそ

の活性化や賑

取り組むこと

組んでいる。

姫音頭の復

組み、平成２

はじめ、伝説

那姫の作成な

業に取組み、

けを図った。

継承事業を継

深め、地域の

の継続や麻那

組んだ。平成

ツ等のイベ

ラクター「ま

横断幕を整備

ー入りのハ

謝祭の踊りの

ザインしたの

イベントを盛

土を盛り、シ

賑わいの創出

は、平成２９

は、定着しつ

知などが図れ

振興会を立ち

め、また、地

できるよう

体連絡協議会

事業に取り組

度から、当地

一度見つめ直

その価値と魅

賑わいづくり

とし、麻那

 

活や麻那姫

２５年度は、

説の紙芝居作

など、麻那姫

地区住民へ

平成２６年

継続し、地域

の活性化を図

那姫街道の案

成２７年度は

ントを更に

まなちゃん」

備した。平成

ッピ等を購

の輪を広げ、

のぼりを購入

盛り上げた。

シバザクラを

出に寄与した

年度で５年

つつあり、各

れてきた。 

ち上げて、麻

地区の史跡で

遊歩道等の

会や実行委員

組んだ。 

地

直

魅

那

姫

作

姫

へ

年

域

図

案

は

に

成

購

入

た。 

年

各

麻

で

員



 (1) 麻

   日

    

    

   参

 麻那姫

讃え、秋

麻那姫感

 平成２

上げ、具

謝祭当日

あり、携

う合同実

内容や部

会や専門

か、祭の

作業に取

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 上

 麻那

のメン

上げた

古し、

た。こ

感謝祭

麻那姫感謝祭

日 時：１０

   午前

   （敬

参加者：１，

姫伝説を後世

秋の収穫に感

感謝祭を実施

２９年度も、

具体的な事業

日は地区敬老

携わるスタッ

実行委員会を

部門別に検討

門部会も立ち

の準備として

取り組んだ。

麻那姫

上庄踊り振興

那姫音頭の普

ンバーを集め

た。上庄公民

各々がこの

このメンバー

祭の実行委員

祭の開催 

０月１日（日

前１０時３０

老会との同

２１１人 

世に継承し、

感謝するため

施した。 

６月から実

業内容を検討

老会も同時開

ッフが両事業

を立ち上げた

討をしていく

ち上げ、当日

て、のぼりの

 

感謝祭のも

興会の立ち上

普及を進める

めて、上庄踊

民館において

の踊りを指導

ーが、上庄夏

員に教え、こ

日） 

０分から 

時開催） 

麻那姫の遺

め、５年目と

実行委員会を

討していった

開催されるこ

業を共有でき

た。また、詳

くための運営

日までに会議

の設置など多

よう 

上げ 

るため、踊り

踊り振興会を

て、月１～２

導できるよう

夏まつりや麻

これらの催事
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遺徳を

となる

を立ち

た。感

ことも

きるよ

詳細な

営委員

議のほ

多くの

り好き

を立ち

２回稽

うにし

麻那姫

事にお

な

の

恒

に

断

ツ

ツ

いて見本を

麻那姫音頭

 

 

 

 

 

 

上庄踊り振

(3) まなち

マスコット

なイベントに

の伝説を広く

恒例となる保

に駆け付けた

まなち

(4) 麻那姫

子どもたち

断幕やパンチ

ツイベントを

ツが盛んな地

を見せ、踊り

頭を広めた。

振興会による

ちゃん（麻那

トの着ぐるみ

に参加させる

知ってもら

保育園児によ

た。 

 

 

 

 

 

 

ちゃんによる

姫の横断幕等

ちに愛される

チングバルー

を盛り上げた

地区であり、

りの輪を先導

 

 

 

る夏まつりの

那姫）の知名

み・まなちゃ

ることで、麻

らった。一例

よるマラソン

るマラソン応

等によるスポ

る麻那姫の意

ーンにより、

た。上庄地区

上庄地区壮

導して作り、

の踊り先導 

名度の向上 

ゃんを、様々

麻那姫及びそ

例としては、

ン大会の応援

応援 

ポーツ振興 

意匠入りの横

各種スポー

区は、スポー

壮年団体連絡

そ

援

横

ー

ー

絡



協議会等

上庄小学

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 (5) 小

 上庄地

城山）が

ため、平

とした。

み、地域

 なお、

 
 
 
 
 

 
４ 事業

 ６年間

んだこと

伝説を知

等による結の

学校の麻那姫

横断幕等

小山城跡地の

地区には史跡

があり、これ

平成２９年度

設置により

域をさらに活

平成３０年

丸太

業の成果 

間継続して麻

とで、上庄地

知らなかった

の故郷親善ス

姫マラソン大

によるスポ

の遊歩道整備

跡である小山

れを地域の資

度から遊歩道

り、地区内外

活性化してい

年度も引き続

 

 
 
 

製の階段を設

麻那姫伝説継

地区に住んで

た人も、事業

スポーツ大会

大会などで活

ーツ振興 

備 

山城跡地（通

資源として生

道を設置する

外から人を呼

いく。 

続き整備を行

設置 

継承事業に取

でいながら麻

業に参加する
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会や、

活用し

通称・

生かす

ること

呼び込

行う。 

取り組

麻那姫

ること

に

う

は

い

た

キ

ど

き

地

ち

ち

と

５

せ

活

え

こ

区

内

により、事業

う意識付けが

は年々内容を

い、住民同士

た。 

また、感謝

キャラクター

どを活用し、

きるようにな

年間を通じ

地区の子ども

ち、触れるこ

ちと誇りに思

と思われる。

今後の展望

今後は、麻

せることで、

活性化はもと

えるよう取り

子どもたち

この地に住み

区住民が協力

内の各界各層

業の意義と伝

ができたと思

を充実させ、

士の交流の場

謝祭以外の各

ーを用いた着

麻那姫伝説

なった。 

じて麻那姫伝

もからお年寄

ことができ、

思う意識が芽

 

望 

麻那姫及びそ

来館者を増

より、地域

組む必要が

ちが上庄地区

み続けたくな

力し事業を実

層の団体が連

伝説を継承し

思われる。麻

地区内の来

場を提供する

各種イベント

着ぐるみや

説の周知によ

伝説を継承す

寄りまでが

地元上庄を

芽生えたの

その伝説をさ

増やしていき

域外からも来

がある。 

区に愛着を持

なるよう、こ

実施していけ

連携し取り組

していくとい

麻那姫感謝祭

来場者で賑わ

ことが出来

においても

バルーンな

る継承がで

することで、

関わりを持

を愛する気持

ではないか

らに普及さ

、地域内の

来場してもら

持ち、将来は

これからも地

けるよう地域

組んでいく。

い

祭

わ

来

な

で

持

持

か

は

地

域

 


